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１． 研究計画の概要 

本邦における乳がんの罹患率は年々増
加し，女性がんの第一位となっている．乳
がんの早期発見・治療に向け集団検診の精
度向上を図るため，超音波画像を用いた併
用検診への期待が高まっている． 
本研究では,乳腺超音波による併用検診

のためのコンピュータ支援診断(CAD)シス
テムの開発を目的とし，マルチモダリティ
画像（MMG および MR 画像）を対象とし
た病変検出システムおよび，その読影支援
システムの構築を行う．本課題ではその基
礎研究と臨床応用への可能性を検討する
ことを目的とする． 
  

２．研究の進捗状況 
本研究課題において，これまで以下のシ

ステム開発を行い，研究報告を行った． 
(1) 読影ビューワの開発 

ホールブレスト超音波画像とマンモ
グラフィ(MMG), MR などマルチモ
ダリティのための，同時画像表示機
能を有した，ビューワソフトを開発
した． 

(2) 腫瘤像検出システムの開発 
超音波画像上の腫瘤像検出システム
の開発を行った．ホールブレスト超
音波画像からの病変検出機能に加え，
用手法による超音波画像からのリア
ルタイム病変検出機能を付加した． 

(3) 腫瘤像良悪性鑑別システムの開発 
乳腺超音波画像における腫瘤像の良
悪性鑑別システムを開発した． 

(4) 微小石灰化像の検出システムの開発 
超音波画像上の微小石灰化像を対象

としたリアルタイム検出システムの
開発を行った． 

(5) 位置合わせアルゴリズムの開発 
ホールブレスト超音波像と MR, 
MMG などマルチモダリティ画像間
での，画像位置合わせ（ボリューム
レジストレーション）アルゴリズム
の開発を行った．ここでは乳頭，皮
膚ライン，胸筋などの正常構造の解
析を行い，それぞれをランドマーク
として位置合わせし Fusion 画像の
生成を行った． 

(6) ホールブレスト超音波画像のための
乳腺濃度評価アルゴリズムの開発 
 ホールブレスト超音波画像におけ
る乳腺濃度評価アルゴリズムの開発
を行った．超音波画像と MMG 間で
濃度評価の比較を行ない，超音波画
像における乳腺分類を可能とした． 

 
３． 現在までの達成度 
 
 当初の計画以上に進展している． 
 
（理由） 
 当初計画のとおり，平成 20 年度末までにマ
ルチモダリティ間のボリュームレジストレ
ーションおよび Fusion 画像生成機能を開発
し，平成 21 年度末までに病変検出機能およ
び良悪性鑑別の開発を行った． 

また，国内外において論文 12 件，学会発
表 33 件の成果報告を行った．そのうち国際
学会である SPIE Medical Image 2007 にお
いて Honorable Mention Poster Award 受
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賞し，また， RSNA2008（北米放射線学会） 
において Certificate of Merit を受賞するな
ど，本課題の研究成果に対して国際的にも非
常に高い評価を得た． 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 臨床応用へ向けた性能評価 

 開発したシステムの臨床応用へ向けた
有用性を検証するため性能評価試験（ＲＯ
Ｃ解析）を行う．  

(2) さらなる性能向上に向けて 
 本課題において開発したシステムのさ
らなる性能向上を行い，実用化へ向けた技
術的改良をおこない，医療現場において実
用的なシステムへと改良を行う． 

(3) 成果報告 
 本課題の研究成果をまとめ，論文執筆お
よび学会発表で研究報告を行う． 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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